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担任の先生からコ

メントや課題のお

知らせが書き込ま

れます。 
担任の先生の書き込みに

対して、返事を書いたり

します。 

これは、学校でもタブレットを毎日の

ように使っている６年生の例です。 

３～５年生は担任の先生が、日常のタ

ブレット活用状況を考慮して、書き込

みをする予定です。 

今回の、３１日までの学校閉鎖では、 

左のイラストのような双方向性のオンライン授業ではなく、 

クラスルームのストリームを活用したやり取りを想定しています。 

（高学年で、学校でのタブレット活用が進んでいる学級では、いろいろな活用も考えられます） 

 

ストリーム 
〇年△組 

こうした掲示板のようなものを 

「クラスルームの『ストリーム』」と 

いいます。 

 

３・４年生の学童を利用しているお子さんは… 
タブレット端末は、家の Wi-Fiでしか使用することができないルールになっています。ですから、学童に持っ

ていくことはできません。学童から家に帰って、夕方から夜の時間にお子さん自身でクラスルームを見ること

ができる場合には、担任の先生からの書き込みを見るようにしてください。（学童でも自主学習に取り組むで

しょうから、それを休業中の学習としていただいて構いません） 

担任の先生 

東小 太郎 


